
学校評価（保護者） 
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＜考察＞ 

「Ａ：とてもそう思う」「Ｂ：そう思う」を合わせて８０％を超えているのが、Ｎｏ２、

Ｎｏ９、Ｎｏ１１である。また、保護者の意見にも「親身に対応して頂けたのが嬉しいとと

もに安心でした」「コロナ禍で先生方も学習面や教室の環境整備など様々なご苦労があった

かと思います。本当にありがとうございます。」「スクールガードボランティア様のお陰で

安心して登校できます」等、温かい励ましを頂いた。新型コロナ感染症防止のため、「新し

い学校生活様式」による制限のある中での前期であったが、児童への担任はじめ全職員によ

る日々の対応の積み重ねが評価されてきたものと思われる。 

 一方、課題としては、Ｎｏ５、Ｎｏ６、Ｎｏ１０の３項目が挙げられる。 

保護者の意見にも「コロナ対策で授業が時短になり、どのように進められているか知りたい

です」「アンケートを通して発達面やいじめ等により配慮や対応が必要なお子さんなどに、

どのように対処されているのか当事者でない者からは見えにくいと感じました」 「コロナ

禍で学校での子供の様子を見る機会や先生方と関わることがほとんどないので学校の様子

が今一わからないのが残念です」等、貴重なご意見を頂いた。 

 特別支援教育については、今年度より３クラスになり、より個に応じたきめ細やかな指

導・支援に取り組んでいる。昨年度に引き続き、学校行事などの削減により実際に来校して

頂ける機会が少ない状況である。今年度は、ホームページでの情報発信にも努めているが、

引き続き、より良い手立てを検討していきたい。また、学習面では、体験的な学習はコロナ

禍のため、厳しい状況があるが、年間計画に基づく学習内容（単元）は、予定通り進められ

ているので、今後も児童に基礎基本となる学力の定着を図っていきたい。 
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学校評価（児童） 
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＜考察＞ 

Ｎｏ１、Ｎｏ２、Ｎｏ８、Ｎｏ９、Ｎｏ１０は「Ａ：そう思う」「Ｂ：だいたいそう思う」

を合わせると９０％を超えている。そして、Ｎｏ６以外は８０％を超えており、児童の学校

生活は良好であると考える。コロナ禍での制限ある学校生活であるが、その中でも児童は

「仲よく助け合って」楽しく学校生活を過ごしている。また、Ｎｏ９では、感染症予防のた

めの通常とは異なるルールもあるが、きちんと健康・安全を考えて行動している意識がうか

がわれる。（９２．４％）しかし、自転車の安全な乗り方や登下校については安全指導に関

する意見が、保護者からあげられていた。引き続き、指導するとともに児童の行動化を日常

的に高めていきたい。 

 一方、課題としてはＮｏ６と Ｎｏ１１がある。Ｎｏ６は設問の内容が「先生に聞いたり

クラスで話したり」となっており、Ｎｏ７の「先生は声をかけたり一緒に考えたり」が８９．

９％と高い評価になっていることを併せて考えると、クラスで話し合う活動はコロナ禍で

少なくなっていたことも要因の一つと思われる。今後、学級活動や相談できる時間確保に努

めたい。Ｎｏ１１に関しても、児童のマイナス評価（Ｃ：あまりそう思わない＋Ｄ：全然そ

う思わない）が、１６．１％となっている。発達段階的に児童の様子を見守りながら、また、

家庭の生活のリズムの中で会話する時間との関係も重ね合わせながら考えなければならな

い。 
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